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　　　BONE　WAXの使用により難治性痩孔を
　　　生じた2例強酸性水の各保存条件における安定性
薬剤部
（形成外科学）○宮下協二　茂原　健
　　　　　　　犬塚　潔　野本猛美
　　　　　　　渡辺克益
○金子真弓，畝崎　栄，細田順一
【目的】強酸性水は、水道水に微量の食塩（電
解補助剤）を添加し電気分解して得られる機能
水である。　特徴としてpH2．7以下、酸化還元電
位＋1100mV以上、残留塩素濃度30～40ppmの性
質をもつことから、消毒剤としての応用が期待
されている。一方、自然光（紫外線）や有機物
に接触すると速やかに常水に変わるたあ、保存
管理に十分な配慮が必要である。そこで、強酸
性水の各保存条件における安定性について、
pH、酸化還元電位、残留塩素濃度を指標に検討
した。
【方法】強酸性水は、生成器（OASYS　Bio）で
生成した（初期値＝pH2．6、酸化還元電位＋
1130mV、残留塩素濃度40ppm）。各保存条件
（A　暗一燃　　1000　土　B＝暗一麻　　50
盟真一（≧＿明し所劉匪L　looo　垣　D：日　麻
腿充填E⊥明」丘開一放）を設定し、pH、
酸化還元電位、残留塩素（KI法）を経時的に測
定し、初期値と比較検討した。
【結果・考察】pH、酸化還元電位は、各保存条
件の測定期間中（A，B，C，D：28日間，　E：24時
間）に変化を認めなかった。一方、残留塩素濃
度は、保存条件による影響が顕著に認められ
た。初期値に対して1／2量（20～25ppm）となる
時間は、A，Bで21日間、　C，Dで14日間と明所保存
による減少が速かであった。また、保存後7日目
で比較した場合、A，　Cで40PPm、　B，Dで30PPmと
充填率が低いほど速い減少を示した。明所で開
放した場合（E）、残留塩素濃度は急速に減少し
20時間後には5ppm以下となった。強酸性水の殺
菌作用は、主に残留塩素の効果であることが報
告されている。以上のことより、強酸性水を効
果的に使用するための保存条件として、容器一
杯に充填密閉し暗所で14日間までとすること、
また開封後の残液の使用は避けるべきである。
【はじめに】
　手術において、骨からの出血に対してはBONE
WAXがしばしば使用される。
　今回我々はBONE　WAXの使用により難治性痩孔を
生じた2例を経験したので若干の文献的考察を加え
報告する。
【症例1】66歳男性
　平成7年2月、脳動脈瘤破裂にて他院で緊急手術
施行された。同年11月、硬膜外膿瘍出現し前頭洞を
開放され、BONE　WAX充墳された。その当無部位に
感染を生じ婆孔を形成した。約1年間保存的に加療
されたが、難治性痩孔となり、平成8年11月、当科
紹介されBONE　WAXを除去するとともに動脈皮嚢を
用いて痩孔閉鎖術施行した。
【症例2】80歳女性
　平成4年3月、右蝶形骨縁髄膜腫にて手術施行さ
れた。平成6年12月より右眼窩上部に痩孔出現した。
約2年間保存的に加療されたが、難治性痩孔となり、
平成9年1月、当科紹介され局所麻酔下に痩孔閉鎖
術を施行するも、再発したため、同年3月、全身麻
酔下に痩孔部のBONE　WAXを除去するとともに骨
掻爬し悪澄を閉鎖した。
【結語】
　BONE　WAXは、蜜蝋を主成分とする骨髄止血剤
で、骨の手術部位に塗布することにより、骨からの
出血を物理的に阻止する。しかし、異物であるため
に骨再生を妨げる可能性のあることや異物反応を起
こしたり、炎症の誘因となる危険性を有している。
このため、使用に際しては、過剰使用にならないよ
うに十分注意する必要があることを再認識させられ
た。
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